様式６（業務の実施方針、計画・設計手法）１　次の項目に対する提案内容について記載すること
ア  「業務の実施方針」について、以下の事項に関するマネジメント方策を具体的に記載すること。
・設計業務体制
・設計品質確保
・業務工程
イ 「計画・設計手法」について、以下の事項に関する提案者の知見・実績に基づき記載すること。
・発注者及び児童生徒等からの意見・要望の収集・反映方法
・建設費コストマネジメントの手法


２　その他注意事項
・「業務の実施方針」については、業務への取組体制、設計業務体制の特徴、設計上の品質確保の方策、業務実施にあたっての基本方針、その他の業務実施上の配慮事項に関する技術提案を記載して下さい。
・イメージ図等を用いる場合は、視覚的表現の減点を行わないが、プロポーザルの主旨に沿うものとし、文章と整合が取れる表現とすること。
・様式自体への彩色及び背景印字（模様含む。）はしてはならない。また、図表等の上に本文を重ねて配置してはならない。使用できる図表はスケジュール・体制図までとする。
・本文の文字（イメージ図等の説明以外に使用する文字）のサイズは10.5～11.0ポイント以上とする。
・イメージ図等の中に記載する文字について、最小サイズは8.0ポイント程度とし、過度に小さすぎるものは控えること。また、本文に記載する文章とイメージ図等の中に記載する文章の内容は、各々区別、整理して文字数が過度に多くならないよう簡潔に記載し、審査者の理解や見やすさに配慮すること。
・提出者（協力事務所を含む。）を特定することができる内容の記述（具体的な社名、人物名等）を記載してはならない。




	
以下の事項に留意の上、技術提案書を作成すること（記載例を必ず参照すること）。
※以下の事項が守られない場合は減点となる場合があるので、留意すること。




























　【提出の際は、本注意書きを消去すること】



















